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在宅小児でのコーディネーターが必要と思って
いましたが、グループディスカッションする中で、
それぞれの職種がそれぞれの役割を発揮して、情
報を得た事を専門職に発信つなげていけたらよ
いのだろうという事が理解できました。得た情報
を発信、繋げることが必要であると思いました。
（看護師） 

未だ小児の利用者、Fa の方に関わった事があり
ません。今後の為に参加させて頂きました。皆さ
んの話を聞かせて頂き、小児の在宅医療について、
少し知ることができました。ありがとうございま
した。（ＯＴ） 

発表のみ出席。状態が変わりやすい子どもたちに
対して、ENT 後も継続して関われるよう、何か
あったときにすぐ対応できるよう相談先をしっ
かりと作っておくこと、それぞれ支援者の役割を
確認しておくことが重要だと感じた。障害問わず、
医療と在宅（地域）の間の機関が充実したらと思
います。（社会福祉士） 

米子市の保健師の数を増やす必要や、関係機関と
の連携が重要。（保健師） 

いろんな分野からの介入を知ることができ、今後、
どのように連携していくかのイメージが少しず
つですが、できたと思います。（保健師） 

小児在宅の大きな課題が少しずつですが地域の
方々、医療機関、家族と話しができるようになっ
ているのがよくわかりました。家族の不安が少し
でも軽減できるようなシステム作りができると
うれしいなと思います。（その他） 

とても興味深い内容でした。様々な医療機関が連
携し、支えていく必要があると実感しました。地
域の機関が顔を合わせ話し考えるとても良い場
だと思いました。（保健師） 

病院から、初めて在宅へ移行していく小児の経験
が事業所としてもない為、研修を今後も受け、対
応できる様にしていきたいと思います。（看護師） 

医ケアが必要な子どもさんを地域を支えるには、
医ケアが濃い！ということが課題にあがり、いか
に医ケアを軽くできるか、というところも医療者
の方々には頑張ってほしい！と思いました。Dr.
ならではの発想だな！と思います…。職種ごとに
視点が異なり、勉強になりました。行政や相談支
援の方など普段じっくり話せない方とも話がき
けてGWありがたかったです。（社会福祉士） 

他の職種、在宅ケアが必要な児をお持ちの家族の
方との話の中で、専門職としての専門性を活かし
つつ、他の職種との連携を図っていくことが大切
だと思いました。（話をするのは医療職ばかりと
は限っていないので、全ての人にわかるような説
明の大切さ）（看護師） 

小児在宅ケアの取り組みと現状を知ることがで
きた。高齢者の地域包括ケアの視点での動きをす
ることが多く知らないことが多かった。小児在宅
医療がここまできているということは障がい児
を持つ家族にとっては、新たな選択ができる１つ
のきっかけになると思う。地域で生活するために
は、地域が頑張らないといけないと思った地域連
携の必要性と、コーディネーターが必要性を感じ
た。家族を支えることの必要性も感じた。（看護
師） 

小児在宅まだまだもっと知ることが多くある
が？（薬剤師） 

医療的な支援が必要な子供たちが増えていると
共に母親をはじめ、家族もひとりひとりの歩き方
を考える時代になっている。病児の世話をしなが
ら、認知症の親を介護するというケースも多々あ
り、家族支援がますます重要。一方で専門職の数
は少なく、慢性的な人手不足。どうするか？ ま
ずは世の中の意識を変えること。病児が家で地域
で生活するのがあたりまえと考える地域、支えあ
える地域になっていきたい。（介護支援専門員） 

在宅に戻るに当たり、コーディネータを確立する
ことが最重要課題と思われました。各職種が連携
して、早い時期に一定の小児在宅支援のシステム
を構築することが大切だと思われました。スター
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トアップの次の段階として看児・家族からの意見
を聞くことができれば良いと思われます。（医師） 

病院から地域（在宅）に帰るための支援、その後、
地域で生活していくための支援について学びに
なった。グループワークをすることで多職種での
情報共有や各々がスキルアップする、よりよい支
援につなげていくために必要なことを考えるこ
とができた。（看護師） 

小児領域に関わる機会に乏しく、今回、現状を「知
る」機会を得られて有意義であった。小児に関わ
るＯＴとも情報交換をしていきたい。（ＯＴ） 

日頃、関わる事ない障がい児の話を聞かせてもら
いました。（その他） 

小児在宅に対する知識が全くなかったため、大変
勉強になりました。（管理栄養士） 

子供が在宅で過ごすためには、たくさんの課題が
あるとは思いますが、多くの医療者が勇気を持っ
て、子どもとその家族を支援していく必要がある
と思います。（管理栄養士） 

８グループです。ファシリテーターが上手でとて
も盛り上がる充実したディスカッションでした。
ありがとうございました。（社会福祉士） 

多職種の意見が聞けて良かった。校区内で多職種
チームが必要。（看護師） 

小児在宅の関係職種との集まりができて、モチベ
ーションが上がりました。子育て支援の必要性を
強く感じました。子どもの成長発達に貢献したい
と思います。（看護師） 

各分野の専門職の話をきくことが出来て、小児在
宅ケアのハードルが低下して、チャレンジしたい
という気持ちになりました。（看護師） 

小児の場合、高齢者と異なり、システム的な問題
もあり、行政的な改善の必要性を感じた。又、人
材は比較的いるように思われるが、それぞれの人
のつながりを作る中心になる方が必要と思われ
た。このような会がつながりを作るため、重要と
思われた。（医師） 

療育センターの現状なども詳しく聞けて大変参
考になりました。小児在宅の現状、保健師さんの
役割など勉強になりました。（薬剤師） 

小児在宅について、全く知識がなかったので、た
くさん勉強させていただきました。生まれて、初
めて家に帰るために、多くの人たちが関わってお
られることがわかりました。高齢者の在宅だけで
なく小児の在宅でもますます、多くの職種が連携
できたらよいと思います。（薬剤師） 

多職種で意見交換をする大切さを感じた。（学生） 

土台となる講演で基本的な状況がわかった。いろ
いろな職種の立場から、現状を聞くことができ、
よかった。日頃、自分の職場に居る中で、外の状
況、在宅の状況がわかり良かった。（看護師） 

米子市内の保健師さんの数が不足している現状、
療育センターでの問題点がよく理解できました。
米子市内のこどもの在宅支援においての問題点
だと感じました。（看護師） 

様々な職種から、現状の困っていることや自分た
ちが得意とする分野、これから先、何が必要であ
るのかなど、とてもたくさんの意見が出て大変参
考になりました。（管理栄養士） 

我々にも何ができる事がありそうだ。（臨床検査
技師） 

初めて参加しましたが、これだけの多くの立場の
人が参加してディスカッションするということ
だけでも非常に意味があると思いました。我田引
水になりますが、この在宅ケア研究会で小児障が
い児の話題を定期的にとりあげていただきたい
です。（医師） 

他機関の多くの方とお話ができて本当に有意義
な時間を持つことができました。各専門職種の人
員が増えていくことを望みます。（保健師） 

地域で支える事の必要性がよくわかった。特別な
存在でなくあたりまえの存在にできるようにし
なければならないと思いました。（歯科医師） 

小児在宅について多くの職種と話し合いができ
て良かった。（歯科医師） 
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病院から地域（在宅）へ帰るのに、色々な職種が
連携していることが発表で分かりました。グルー
プワークで、自分の職種（薬剤師・栄養士など）
で何ができるのか悩んでいることが分かりまし
た。（看護師） 

現状把握、家族とのつながり作り、医療従事者同
士の連携が大事だと思いました。あとはそれぞれ
の職種のスキルアップ、学ぶことからだなとも思
いました。（薬剤師） 

在宅ケアといえば、お年寄りの介護というイメー
ジが強く、とても新鮮なテーマだった。地域連携
の前に医療関係者間での連携を見てもまだまだ
情報共有のレベルから不足していると感じた。出
来ることを見つけて、それを求められたらきちん
とできるスキル習得など、意識して取り組む必要
があると感じた。（薬学部学生） 

グループディスカッションの内容 ①医療的ケ
アについて。必要な医療的ケアの膨大さが、在宅
に移行するにあたってのハードルになっている。
ケア、医薬品などのスリム化（必要最低限）にし
ていく事で、受ける側（訪問看護、薬局、リハ、
Dr.）のハードルが下がるのではないか。 ②サー
ビスの複雑さ。年齢、成長に伴って、利用できる
サービスが異なってくる。保護者の希望として、
保健師・相談員の相談が多いが、現実は難しい。
４月より、ふれあいの里３Ｆの「こども相談室」
が一括して相談受けてくれる！これが知れてよ
かった！（薬剤師） 

患者さんとしてより人としてとらえるので対象
が高齢者でも小児でも大きな問題ではないと思
う。ただ、小児は親の存在が重いなというのが本
音です。（看護師） 

小児在宅の一端を知ることができた。課題に感じ
ることは、どのグループも共通で、ということは
答えは明確なのだと思った。地域包括ケアシステ
ムが机上論にならないためには、キーマンとなる
専門職の充実が欠かせない。行政は実現できるの
か、取り組んでいるのか問いたい。（介護支援専
門員） 

小児在宅医療に少しでも貢献できるように思い
ました。（医師） 

多職種で小児在宅への情報共有ができたのが良

かった。それぞれの専門分野と、その他、横のつ
ながりがさらに強くなっていけば良いと思いま
した。（ＰＴ） 

病児に対するサービス体制の整備が不足？して
いるのではないか。地域でのマンパワー不足を感
じました。（看護師） 

小児の在宅は、まだ始まったばかりで、これから
増々増えていくと思われます。バラエティに富ん
だ疾患に対応しなくてはならず、多くの職種の
人々が始めから参加していくことが、大切と思い
ました。（医師） 

サービスだけでなく、相談の窓口は（コーディネ
ーター役）もワンストップで受けれる、地域のし
くみ作りが必要になってくると改めて強く感じ
る研修でした。その中で、果たせる役目の担い手
になれるように知識を深めていかなければなら
ないと思う。小児も高齢者も皆の情報のわかるパ
スのようなものを作っていく必要がある。（介護
支援専門員） 

在宅生活を送る小児を支援している方たちが顔
の見える連携ができたらよいと思います。（看護
師） 

本年２月～５月まで実際に小児在宅に関わらせ
て頂いた。退院時カンファレンスへ参加した事で、
事前の情報を詳細に得ることができたことと、関
わる職種の役割を明確に把握できたことは在宅
にスムーズに入ることができた。多職種との連携
の必要性を実感したところです。この会にも是非、
継続して参加し、薬剤師の役割についても理解し
ていただけるようにしたい。（薬剤師） 

小児在宅とはとても難しいテーマなのかと思い
ましたが、特別視するものではなくて、自分が薬
剤師になれた時に何ができるのか考えさせられ
ました。（薬学生） 

大学・行政・在宅サービスがつながって、必要な
時に必要なサービスが受けれるコーディネータ
ー役が増える・構築ができると地域包括ケアシス
テムのようにサポート体制がやっと整うのかな
と思いました。（ＯＴ） 

初めて参加でしたが、在宅で活躍してる方々の話
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を聴くことができて大変勉強になりました。小児
在宅への認識が変わりました。（ＰＴ） 

医療が必要な子への保健師としての役割を考え
る良い機会となりました。ありがとうございまし
た。（保健師） 

助けてしまった命に対して最期まで責任を持つ
覚悟が医療職に必要でないかと思っています。高
齢者だけでなく、こどもに対しても家へ帰る体制
ができ始めたのは心強いです。さらに、生活と続
けているシステムを作っていきたいと思ってい
ます。多職種の情報共有もチーム作りは欠かせま
せん。すべてがつながっていく事で住み良い社会
が出来ていく事を期待して、続けていこうと思い
ます。（看護師） 

高齢者以外の分野の内容も、高齢者分野との比較
も含めて、興味深く話が聞けました。（社会福祉
士） 

多職種の更に積極的情報のやりとりの進め方を
考えたい。コーディネーターの必要性を感じた。
（？） 

在宅に帰られた後、子ども達、またその家族はラ
イフステージごとにニーズも異なるので、そのニ
ーズをキャッチし、次へのつなげる役割も大切で
あると感じました。（社会福祉士） 

思ったより多くの方が集まり、関心の深さがうか
がえる。保健師の数が米子市少ないですね。びっ
くりです。（ＰＴ） 

小児の在宅での支援の選択肢が少ないことに驚
いた。医療依存度の高い小児の在宅支援を地域で
受け入れるために家族支援の重要性を感じた。入
院中の小児を家で育てる心構え、気持ちを支える
仕組みが必要と思った。（介護支援専門員） 

在宅に戻る際、受け入れるサービスが不十分だろ
うなと思う。特にコーディネート役できるポジシ
ョンがはっきりしていない、あるいは不足してい
るのではと感じる。（ＰＴ） 

小児在宅の現状を全然知らなかったので、とても
良い機会となった。今、在宅医療で患者宅訪問し
ているが高齢者と小児が全然違うことに気づか

された。（薬学部学生） 

小児を支援する意欲を持っておられる先生、保健
師、リハスタッフがおられることはうれしいと思
いました。困っていることやできることを出し合
える場があるといいと思いました。（看護師） 

色々な職種と話せて良かったと思います。楽しか
ったです。（看護師） 

小児在宅の現状を知ることができて良かった。
（保健師） 

病院からの地域へのつなぎ役、コーディネーター
がいないということにショックを受けました。保
健師がつなぎ役をやっていなかった？やってた
つもり・・・でもそう思われてはいなかった。つ
ないで下さい。つながりましょう。つなげます。
（保健師） 

在宅に興味があるので小児の在宅の話を聞けて
とてもよかったです。薬剤師として在宅医療でど
のように患者、家族の方にアプローチできるかこ
れからも考えていきたいです。（薬学生） 

普段、知る機会がない小児在宅の現状について知
れて良かった。今後、薬剤師がどのように関われ
るのか、まだわからないが、少しのことでも関わ
っていきたいと思った。（薬学生） 

今回、初めて参加させて頂きました。色々な職種
の方とお話出来てよかったです。参考になりまし
た。時代は変わっているなあとの印象です。これ
からどんどん増えてくると思うので、きちんとし
たシステムを色々な職種が協力して、考えていか
なければいけないと思いました。ありがとうござ
いました。（保健師） 

頑張っておられる姿に感動しました。まず、小児
在宅のすそ野を広げることも重要、グループディ
スカッションでは有意義な意見が出ました。（医
師） 

小児在宅のことを知っていただく機会になって
よかったです。ありがとうございます。保健師さ
んに期待するところが大きいので、数を増やして
ほしいです。地域の要として保健師さんが活躍す
る米子市になること希望します。そうすると0～
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100 才の地域包括ケアができると思います。（医
師） 

日頃、成人をみることが多いので、小児の話が新
鮮に聞けた。自分達リハ職が地域で働くためには
とても大切なことを聞けた。（ＰＴ） 

様々な職種で、得意分野があるので、顔の見える
関係ができたり、どんなことは誰に聞けば分かる
かを知ることがまず必要だと思いました。（保健
師） 

現場の先生方の話が聞けて良かったです。保健師、
もっと頑張らないといけませんね。（保健師） 

初めての参加でしたが、色々な職種の方と話す機
会となって良かったです。小児を在宅で看るため
に多職種の連携が必要だと思いますが、まず、顔
が見える関係の場となりました。地域コーディネ
ーターの存在について考えていく必要性を感じ
ました。（看護師） 

米子市の現在の状況、各職種間の連携がとても大
切なのだということが分かりました。（その他） 

小児訪問しているので、今日のテーマ「生まれて
初めて家に帰る」でしたが、子供は成長するので
問題山積み。家に帰る→地域との関係（親の生
活・仕事の事）（看護師） 

小児の現場に関わる機会が少ないのでとても勉
強になる会だった。次回も参加したいです。（薬
剤師） 

医療従事者の連携を直に味わうことができまし
た。今は力になることができませんでしたが、薬
剤師になった際には、活躍できればと思います。
ありがとうございました。（実習生） 

0 才～1 才で歯科医師として何ができるのかわか
らないが、その後のケアならできるのでないか
（歯科医師） 

「米子市の小児科医は訪問診療しない」はおかし
い。（医師） 

在宅療養を支援する上でケアを実際に行う家族
の支援をきちんと作っていくことが重要。医療ケ

アに関しては、大学HP のOJT などスキルアッ
プやフォローは可能。しかし、制度の難しさや総
合的なコーディネートの不明確な点から生活・家
族・家庭などの関連する問題に関わっていくこと
は難しい為、それぞれの専門職がいかに連携して
いくかが重要であると思いました。（看護師） 

保健師さんの話や実際していることが聞けて良
かった。療育センターの現在の様子を教えて頂け
た事が良かった。ショートステイの県独自のルー
ルは考えていかないといけないと思いました。学
生さんや研修医の先生が来ていただけて良かっ
た。（医師） 

小児在宅支援について各方面からの意見・現状を
伺う機会を頂きました。各機関のかかえる問題は
様々であり、地域包括支援を推進していく為には
性急な問題だと感じました。未来ある子供達、家
族を支える為に、更に学びを深めていきたいと感
じました。ありがとうございました。（看護師） 

初めて参加させていただきました。１年目で小児
の外来を担当していますが、医療ケアが必要な小
児のお子さんは少なく、今回の研修が初めて知る
機会になり、ありがとうございました。（ＳＴ） 

各専門職が在宅ケア児に対して、それぞれどうい
う考え、想いを持っておられるかが知れてよかっ
た。自分が関わる中で、どのような働きがけが出
来るかを考える必要があると痛感しました。（Ｏ
Ｔ） 

久々に参加させていただきました。重症児の在宅
移行に向け、大学入院時から多職の顔つなぎ、親
御さんとのサポートとなるべく低年齢、早いうち
から行う必要性を強く感じました。（ＳＴ） 

関わりに対してのチームワーク作りを何時、どの
タイミングで始めるかという点に関して、グルー
プの方々にお話を聞けたのでとても有意義でし
た。（看護師） 


